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第ＣＯＩ開示

演者名： 今中 雄一

演題発表に関連し、開示すべき
ＣＯＩ関係にある企業などはあ
りません。





社会医学系専門医研修の概要
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5.組織経営・管理
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✓国立保健医療科学院
✓公衆衛生大学院等大学院
✓講習会＠各学会
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専門医の使命

◼ 本領域の専門医は、医師としての使命

感、倫理性、人権尊重の意識、公共へ

の責任感を持ち、医学を基盤として保健

・医療・福祉サービス、環境リスク管理

および社会システムに関する広範囲の

専門的知識・技術・能力を駆使し、人々

の命と健康を守ることを使命とする。
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社会医学系専門医研修プログラム

１）認定状況（2021年4月現在）
認定75プログラム

２）内訳
複数プログラム都府県：茨城、埼玉、東京、神奈川
静岡、愛知、奈良、大阪、岡山、高知、熊本

広域プログラム：国立災害医療センター、国立保健
医療科学院、産業医科大学、労働者健康安全機構
東日本、厚生労働省検疫所、厚生労働省医系技官
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専門医試験

◼ ３年(以上)の専攻医を修了し

◼ 専門医試験を受験・合格し

◼ 専門医となる

◼ 2019年から開始、

◼ 2021年9月には第3回の専門医試験を
実施
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職域

行政

教育研究
機関

医療

社会医学系分野のネットワーク強化を！
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社会医学系専門医制度

☆ 個の力も､

☆ システムの力も､

次第に向上させていくのがねらい

➢ All Japanでネットワーク力強化

➢ 若手訓練＋生涯学習（継続的向上）

の機会の充実
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動画
社会医学系専門医について（約2分）

http://shakai-senmon-i.umin.jp/info/

授業で
使えます！
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まんが
社会医学系専門医
への道

ＰＤＦ
ダウンロード
できます！
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連載インタビュー記事【連載】社会医学系専門医の「いま・未来」

http://shakai-senmon-i.site/rinji/



連載インタビュー記事【連載】社会医学系専門医の「いま・未来」
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社会医学系専門医制度

専門医・指導医の更新について

（要点）



更新書類の提出期限は11月30日に終了

｢更新延長届｣の提出期限は3月31日迄

提出期限
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社会医学系専門医・指導医の更新について

①社会医学系専門医協会の構成学会の学会員を継続

②社会医学系専門医協会の登録（年間登録料）を継続

③社会医学系活動を５年間継続（常勤・非常勤を問わない）

＜社会医学系分野での活動実績＞

(1)教育・研究活動 (2)産業保健活動 (3)行政関連活動

(4)医療管理関連活動 (5)災害時・健康危機管理対応

(6)社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修
及び制度発展に係る実績

④社会医学系分野での活動実績が５年間に２項目以上
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社会医学系専門医・指導医の更新について

＜K単位（講習の受講）＞は以下の必須単位を含む
指導医講習会２回以上の参加が必須
必須３単位｢医療倫理｣｢感染対策｣｢医療安全｣
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＜Ｇ単位（学会・団体活動の実績等）＞

○協会の構成学会の年次総会や構成団体の研究協議
会等に５年間で３回以上の参加が必須。

○うち、鍵となる学会の年次総会には２回以上（１回２単
位）参加必須
〇単位にはオプションいろいろあり。

⑤更新単位（Ｋ10単位、Ｇ10単位）を受講証明書等で確認



• コロナ禍そしてポストコロナ時代、

• 超少子・超高齢の人口減少社会、

• 社会保障とその財源･資源が重要となる時代、

• 地球環境が重要となる時代、

➢公衆衛生学／社会医学は

➢益々重要となっていきます。

➢ぜひとも盛り上げていきましょう！

結言
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ございました
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ご清聴

ありがとう

heqm-office ＠ umin.ac.jp



社会医学系専門医の更新
申請にあたっての留意点

前田光哉

一般社団法人社会医学系専門医協会
業務執行理事 専門医・指導医認定委員長



利益相反（COI）開示

発表者名 前田 光哉

演題発表に関連し、

開示すべきCOI関係にある企業・団体などはありません。



〔趣旨〕

• 一般社団法人社会医学系専門医協会による社会医
学系指導医・専門医が 2017年4月から認定され、
2021 年度中に最初の更新の手続きが必要となって
いる。

• 新型コロナウイルスの発生により、社会医学系指導
医・専門医の多数が業務多忙となり、必要な更新単
位取得が困難になっていることが想定されるため、
更新の延長を可能とするなど、更新に関するきめ細
かい手続きなどについて、認定更新にあたっての留
意点を中心に説明する。



専門医・指導医・更新制度など

○指導医

・指導医研修の受講が必要（本日の指導医講習会です）

指導医要件 ＋ 指導医研修 ＝ 制度上の指導資格

担当指導医：専攻医の研修全体の指導医

要素指導医：副分野など特定要素の指導医

○更新制度

・専門医・指導医ともに５年間ごとに更新が必要

○その他

・１人の指導医が担当する専攻医は原則５名以内

・専攻医数は研修施設群全体で在籍する指導医数の３倍以内



専門医・指導医等の登録・認定料等

○専門医（経過措置）

・審査料 10,000円

・認定料 15,000円

・年間登録料（毎年） 5,000円

○指導医

・審査料 10,000円

・認定料 15,000円

・年間登録料（毎年） 5,000円

〇専攻医

・年間登録料（毎年） 5,000円

・受験料 20,000円



指導医、専門医、専攻医の登録状況について

◼ 2021年9月現在の登録数 3,645名

（指導医2,837名、専門医385名、専攻医423名）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専攻医

専門医

指導医 職域

行政

教育研究機関

医療機関

その他



専門医・指導医の更新ルールについて

◼ 基本的要件

◼ 5年間中断無く継続して，社会医学系の専門的な活動を行
い，自らの能力・技術の研鑽及び社会医学系分野の発展へ
の貢献に励んでいること。

◼ 認定期間の５年間、指導医の登録を継続し、構成学会の学
会員を継続していること。

◼ 社会医学系領域の実務・実績をもって、専門医／指導医と
してのコンピテンシ―の維持・向上を示すこととし，５年目に
以下の提出をもって審査を受けること。

(1) 申請書の提出

(2) 社会医学系分野での勤務実績の申告

(3) 社会医学系分野での活動実績の申告

(4) 社会医学系分野に関連する講習の受講

(5) 社会医学系分野に関連する学会・団体活動の実績等

更新ルールについて



（１）共通事項（経過措置専門医・指導医、経過措置専門医、専門医に共通）
①社会医学系専門医協会構成 8 学会のいずれかに加入し、学会員を継続
②社会医学系専門医協会の年間登録料を5 年間、中断なく納めている
③社会医学系活動を 5 年間継続している（常勤・非常勤を問わない）
④社会医学系分野での活動実績が5年間に2 項目で申告の記載がある
⑤更新単位（Ｋ単位 10 単位、Ｇ単位 10 単位）を受講証明書等で確認

・Ｋ単位 10 単位のうち、医療倫理・感染対策・医療安全は各 1 単位以上
・Ｇ単位 10 単位のうち、構成学会の年次総会等への参加 3 回以上、かつ 鍵
となる学会の年次総会への参加 2 回以上 （単位は認定期間内の受講、参
加が有効）

経過措置専門医・
指導医

経過措置専門医

専門医・指導医

専門医

（２）

（３）

（４）（６）

2017年4月［社会医学系専門医制度開始時］に経過措置として専門医又は専門
医・指導医を取得した方の更新手続き



（２）経過措置専門医・指導医の更新、専門医・指導医の更新（共通事項に加え）
①構成学会・団体主催の「指導医講習会」を認定期間内に 2 回以上受講

（３）経過措置専門医の更新（共通事項に加え）
①基本プログラム（7 科目×7 時間）49 時間を受講

（４）経過措置専門医の更新時に指導医の申請（共通事項に加え）
①基本プログラム（7 科目×7 時間）49 時間を受講していること
②構成学会・団体主催の「指導医講習会」を認定期間内に 2 回以上受講
③専門医と認定されてから、協会構成学会の年次総会での発表歴（口演で筆 頭

のみ）、ポスター発表（筆頭のみ）、座長、シンポジスト（発表者のみ）、 教育講演
の演者など、または論文掲載（筆頭のみ）

（５）専門医の更新時に指導医の申請（共通事項に加え）
①構成学会・団体主催の「指導医講習会」を認定期間内に 2 回以上受講
②専門医と認定されてから、協会構成学会の年次総会での発表歴（口演で筆 頭

のみ）、ポスター発表（筆頭のみ）、座長、シンポジスト（発表者のみ）、 教育講演
の演者など、または論文掲載（筆頭のみ） ＜学会誌の表紙と抄録等のコピーを
提出＞

（６）経過措置専門医・指導医、専門医・指導医、専門医が専門医のみの更新
（１）共通事項のみ



更新手続き （2021年3月19日に協会ホームページに公開）

１．更新申請に必要な書類

（１）専門医
① 更新申請書類（第1号様式）：専門医（指導医）認定更新申請書
② 更新申請書類（第2号様式）：勤務実績の自己申告
③ 更新申請書類（第3号様式）：社会医学系分野での活動実績の申告（5年間）
④ 【専門医用】更新申請書類（第4号・第5号様式）
⑤ 講演会等受講証明書

a.必須受講項目「医療倫理」［様式４－①］
b.必須受講項目「感染対策」［様式４－②］
c.必須受講項目「医療安全」［様式４－③］
d.必須受講項目「指導医講習会」［様式４－④］
e.選択受講項目［様式４－⑤］

⑥ 学会参加証明書類
a.学会の年次総会等参加証明書［様式５－①］
b.学会・団体活動等の実績証明書［様式５－②］

⑦ 審査料振込明細書コピー
⑧ 必修共通講習（Eラーニングシステム）受講レポート（共通講習をEラーニング

システムで受講した方に限る）



（２）指導医
① 更新申請書類（第1号様式）：専門医（指導医）認定更新申請書
② 更新申請書類（第2号様式）：勤務実績の自己申告
③ 更新申請書類（第3号様式）：社会医学系分野での活動実績の申告（5年間）
④ 【指導医用】更新申請書類（第4号・第5号様式）
⑤ 講演会等受講証明書

a.必須受講項目「医療倫理」［様式４－①］
b.必須受講項目「感染対策」［様式４－②］
c.必須受講項目「医療安全」［様式４－③］
d.必須受講項目「指導医講習会」［様式４－④］
e.選択受講項目［様式４－⑤］

⑥ 学会参加証明書類
a.学会の年次総会等参加証明書［様式５－①］
b.学会・団体活動等の実績証明書［様式５－②］

⑦ 審査料振込明細書コピー
⑧ 必修共通講習（Eラーニングシステム）受講レポート（共通講習をEラーニング

システムで受講した方に限る）



２．更新の手続き
（１）申請書類（第1号～第3号様式）をWORDで作成の上、PDFに変換してくださ

い。
（２）申請書類（第４号、第５号様式）をExcelで作成の上、シートごとPDFに変換し

てください。
（３）学会発表［様式５－②］については、学会誌の表紙と抄録等をPDFまたは

JPEGで読み取ってください。
（４）論文発表［様式５－②］については、論文の抄録等をPDFまたはJPEGで読み

取ってください。
（５）役員や委員等［様式５－②］については、委嘱状や委員会名簿等をPDFまた

はJPEGで読み取ってください。
（６）共通講習をEラーニングシステムで受講した方は、必修共通講習（Eラーニン

グシステム）受講レポートをWORDで作成の上、PDFに変換してください。

（７）（１）～（６）のファイルをパスワード保護した上で、社会医学系専門医協会事
務局までメールで提出してください。（更新手続きの時期は下記のとおり）



（８）講演会等受講証明書（様式４－①、様式４－②、様式４－③、様式４－④
、様式４－⑤）、学会参加証明書類（様式５－①）及び審査料振込明細書
コピーは、社会医学系専門医協会事務局に原則、郵送で提出してくださ
い。

※書類到着有無につきましては、レターパック・簡易書留等ご自身で追跡
確認のできる方法にてご自身でご確認をお願い致します。

（９）講演会等受講証明書については、コピー又は写メールを打ち出したもの
も可とします。

（10）学会参加証明書類については、学会に参加したことを証する参加証明

書、ネームプレート、参加証、領収書、学会参加登録済みメール等の書
類とし、コピー又は写メールを打ち出したものも可とします。

（11）提出いただいた書類は返却いたしません。一定期間経過後に社会医学
系専門医協会事務局において処分いたします。

（12）資格更新については、社会医学系専門医協会の年間登録料を 5 年間

中断なく納めていることが要件となります。手続きの前に納入状況をご確
認ください。



審査料 10,000円

振込口座

金融機関：三井住友銀行 大塚支店（支店番号：227）
預金種類・口座番号：普通預金 2200431

口座名義：一般社団法人 社会医学系専門医協会
口座名義カナ：イッパンシャダンホウジン シャカイイガクケイ
センモンイキョウカイ

社会医学系専門医協会事務局
住所：〒112－0012 東京都文京区大塚 5-3-13 ユニゾ小石川アーバンビル４Ｆ

更新用専用メールアドレス ： jbphsm-koushin@asas-mail.jp

（13）審査料及び振込口座は、下記のとおりです。



認定番号 更新手続きの時期（目安）

17-170001 ～ 17-171000 2021年 6月１日～ 7月31日

17-171001 ～ 17-172000 2021年 8月１日～ 9月30日

17-172001 ～ 2021年10月１日～ 11月30日

３．更新手続きの時期
【重要】更新書類の提出期限に関しては、下記認定番号ごとの提出時期を

問わず一律最終締め切りの１１月３０日までに更新申請の関係書
類、または更新延長届をお送りくだされば、受理することといた
します。

（１）本年は、社会医学系専門医・指導医の更新者数が多いため、下表の
とおり、認定番号ごとに、申請時期を区分することとします。

（２）本年4月の年間登録料の請求時に、社会医学系専門医・指導医各位に
、それぞれの更新手続きの時期をお伝えします。

（３）申請時期以降の学会・講習会のG単位・K単位の申請につきましては
、社会医学系専門医（指導医）認定更新申請書（第１号様式）に
2022年3月31日までに取得予定の単位数を記載し、申請書類（第４
号または第５号様式）の「開催日」欄に「参加見込み」と記載して
ください。

期限内の提出に協力いただき、誠にあり
がとうございました。

更新書類の提出期限は、 １１月３０日が
締切でしたが、まだ受け付けております。

なるべく早めにご提出ください。



４．申請時期以降の学会・講習会に「参加見込み」として申請書類（第４号または第５
号様式）に記載された方へ

（１）参加見込みの学会・講習会に参加された場合は、講演会等受講証明書（様式４
－①、様式４－②、様式４－③、様式４－④、様式４－⑤）又は学会参加証明書
類（様式５－①）を参加後１週間以内に、社会医学系専門医協会事務局に原則、
郵送で提出してください。

（２）（１）の手続きをされない場合は、更新手続き未了として取り扱うことがあります。

５．更新の１年延長を希望される方へ
（１）本年4月の年間登録料の請求時に、事務局より当初の予定通り5年で更新される

か、１年延長して6年で更新されるかをお尋ねする予定です。6年で更新される場
合には、本年１１月３０日までに延長届の提出をお願いします。

（２）延長届を提出された方が更新の申請を行う際に、１年間の延長につき、審査料
を2,000円増額します。更新延長届提出時の審査料お振り込みは不要です。

（３）なお、第１期「2017年度～2021年度」を「2017年度～2022年度」に延長した専門
医・指導医の第２期は「2023年度～2027年度」となります

（４）更新延長届はこちらからダウンロードしてください。

６．今後のスケジュール
2021年11月～2022年２月 審査
2022年 3月 社会医学系専門医協会理事会において認定
2022年 4月 認定証の発送

期限内の提出に協力いただき、誠にあり
がとうございました。

更新の延長届の受理は、１１月３０日が締
切でしたが、まだ受け付けております。

なるべく早めにご提出ください。

about:blank


社会医学系専門医協会
専門医・指導医更新ロードマップ

2021年12月 2022年 1月 2022年 2月

業務執行理事会
理事会

認定委員会

事務局

認定医

12/7,12/14
・スケジュール確認
・審査体制確認・精査

12/18
• 更新受付状況報告、審査体制確認
• 次回専門医試験
• 特別指導医制度検討

12/20～
• 協会HPにスケジュール、受付名簿

等公開
• 認定医への周知、確認作業（12

月中）

～12月中
• 申請提出者、更新延長者：メール、郵送、延長届の受付について通知（メール）
• 未提出者：更新延長or辞退届 提出督促（メール、封書・電話）⇒いずれかの届

出を必ず行ってください
• 審査料未入金者：振込の督促（メール）
• 参加証の追加提出（対象者）：随時（3月末迄）

• 要件不足者を対象にした不足要件の
通知

• 未提出者へリマインド連絡（年明けか
ら電話）

• 認定番号の照会等問い合わせ対応



社会医学系専門医協会
専門医・指導医更新ロードマップ

2022年 2月 2022年 3月 2022年 4月

業務執行理事会
理事会

認定委員会

事務局

認定医

①2月初～上旬
・集計結果報告
・疑義のある申請者の
情報共有
・次回専門医試験検討

・延長届、参加証等の追加提出受付
・更新に関する問い合わせ対応
・2022年度更新申請の周知準備

・認定登録料納入
・認定証発送先登録

⑤3月理事会後
・認定者への結果通知、
登録料納入依頼
⇒確認次第認定証発送
・2022年度更新申請受
付の周知（HP等）

③2月下旬
・審査結果（最終）報告
・2022年度更新申請の
検討
・次回専門医試験検討

②2月中~下旬【業務執
行理事会】
更新申請含む、理事会
議事の精査

④3月初～上旬【理事会】
2021年度更新申請結果の
承認（結果確定）

更新認定
２０２２．４～
２０２７．３

・更新申請、更新延長届の未提出者：
更新延長または辞退届 提出（3/31迄に
ご提出ください）
・審査料未入金者：審査料の入金
・受講・学会参加見込のある方：参加証・
受講証の追加提出

2022年度の更新申請
＜対象＞

指18-******
専18-******

更新延長届を出した
指17-******
専17-******



専門医・指導医の更新審査の予定について
（2017年認定の専門医および指導医の皆様）

2017年度に社会医学系専門医および指導医に認定された皆様

本年３月１９日に当協会ホームページに「専門医・指導医の更
新について（更新手続き・今後のスケジュールのご案内）」
を掲載して以降、ニュースレター、メール配信、構成学会・団
体主催の指導医講習会等で社会医学系専門医および指導医の更
新手続きについてご案内しておりました。

専門医、指導医の更新申請書類、または更新延長届のご提出に
つきましてご多忙の折ご提出いただき誠にありがとうございま
した。今回の更新の対象者2,400名のうち、１１月末の期限まで
に、1,156名の方が更新申請を、445名の方が更新延長の手続き
をされております。

社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】



頂きました更新申請書類につきまして事務局において精査の
上、専門医・指導医認定委員会で更新申請の審査を行い、理
事会の承認を得た上で、更新が認定された方には2022年3月～
4月頃に結果を通知（メールまたは郵送）する予定です。

結果通知の際、資格認定料（15,000円）の納入および社会医
学系専門医・指導医認定証の送付先の登録を、あわせて依頼
いたします。

資格認定料のご入金・送付先住所の確認ができた方から随時
認定証を郵送いたします。

更新申請書の内容について事務局または専門医・指導医認定
委員会より問い合わせることがございます。予めご理解・ご
了承のほどお願い申し上げます。

社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】



社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】

更新延長届をご提出いただきました先生方は2022年度の更新
申請に向け、学会の参加や講習会の受講など、引き続きご準備
のほどお願い申し上げます。

2022年度の更新手続きにつきましては、2022年3月を目途にメ
ール配信・ホームページ等で周知する予定です。

2021年11月末の提出期限までに更新の申請又は延長の書類提
出が確認できなかった専門医、指導医の方が799名いらっしゃ
います。

所要の手続きが必要なことを知らないまま、専門医、指導医の
資格が失効することはできるだけ避けたいと思いますので、ご
多忙の折恐縮ですが、「更新延長届」をご作成の上、12月31
日【P】までに事務局までご提出ください。
・更新延長届.docx

http://shakai-senmon-i.umin.jp/wordpress/wp-content/uploads/koushinenchou_ver_202012.docx


社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】

なお、退職・ご異動等のご事情で更新申請をされない場合に
は「登録辞退届」をご作成の上、事務局までご提出ください
。
・登録辞退届.docx
上記何れかの書類作成・ご提出を必ずお願い申し上げます。

メールでご提出いただいた更新申請に係るファイルに対する
返信、郵送提出分の到着確認依頼に対する返信につきまして
は、確認ができ次第、事務局より返信をいたします。ご心配
・ご迷惑をおかけいたしますが、ご容赦のほどお願い申し上
げます。

http://shakai-senmon-i.umin.jp/wordpress/wp-content/uploads/koushinenchou_ver_202012.docx


社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】

現在までに、事務局にメールまたは郵送による更新申請をされ
た方、又は審査料の振込を事務局で確認できた方々の認定番号
は、以下のとおりです。

2021年12月●●日現在
（毎日、17時に更新）

指17-●●●●●● 指17-●●●●●● 指17-●●●●●●
指17-●●●●●● 指17-●●●●●● 指17-●●●●●●

↑上記内容をPDF化したリストの掲載
（ご提案事項）：更新時の差分を明確化するために、新規判明
分は別のPDFを掲載
・更新申請受領者 認定番号一覧（2021年12月20日時点）.pdf
・更新申請受領者 認定番号一覧（2021年12月21日時点）.pdf



もし、ご自身の認定年度、認定番号が不明の場合は、事務局ま
でお問い合わせください。

社会医学系専門医協会事務局（平日9:30～17:30）
メールアドレス：jbphsm@asas-mail.jp
電話番号：03-6821-7388

（社会医学系専門医・指導医の認定証がございましたら、お手
元にご用意の上ご連絡ください。）

＜年末年始休業期間＞ 12月28日～1月5日
2022年1月6日（木）より平常営業いたします。

社会医学系専門医協会ホームページの記事【P】

about:blank


この後のスライドは、
参考資料です。

お時間のある時に、
ご覧ください。



更新対象者数

学会名 指導医・専門医 専門医 合計
日本衛生学会 79 4 83
日本医療情報学会 76 8 84
日本産業衛生学会 672 66 738
日本疫学会 114 11 125
日本公衆衛生学会 877 27 904
日本災害医学会 316 55 371
日本医療・病院管理学会 79 9 88
日本職業・災害医学会 0 0 0

合計 2,213 180 2,393

⚫ 専門医・指導医の認定番号は、下6桁が「17****」で、「170001」から「172793」まで出され、
登録辞退者を除くと2,567名登録されている。

⚫ うち、2017年度に登録され、2021年度中の更新の対象となる「17-17****」の指導医は2,216名、
「17-17****」の専門医は178名。また、認定番号は各プログラムの専攻医にも付与しているため
「17-17****」の専攻医は50名。

⚫ なお、2018年度に経過措置申請で専門医から指導医になった「18-17****」の指導医は27名(認定
期間2018/4/1～2023/3/31）

⚫ 2019年度に経過措置申請で専門医から指導医になった「19-17****」の指導医は23名(認定期間
2019/4/1～2024/3/31）

⚫ 2020年度に経過措置申請で専門医から指導医になった「20-17****」の指導医は35名(認定期間
2020/4/1～2025/3/31）



(1)申請書の提出

◼ 認定の更新のために申請書を提出

◼ 第1号様式に従い、「社会医学系専門
医・指導医認定更新申請書」を記載

様式は、下記ホームページに掲載
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/2133/

更新ルールについて



WORDで作成の上、PDF
に変換してください。

この部分を重点的に
チェックしています。



(2)社会医学系分野での勤務実績の申告

◼ 5年間継続して社会医学系の活動を行
っていることを示す基礎資料

◼ 申告が実態と一致しているか否かにつ
いては勤務実態を検証することがある
ので、正確に記載すること

更新ルールについて



第2号様式に従い、「勤務実
績の自己申告」を記載

（様式）
http://shakai-senmon-
i.umin.jp/news/2133/

WORDで作成の上、PDF
に変換してください。



(3)社会医学系分野での活動実績 その1

◼ 社会医学系活動を認定期間に継続することが更新

の前提

◼ 6項目のうち、少なくとも2項目での5年間の継続的

な活動が必須（別途規則に沿って病欠、産休など

の例外は認める）

(1) 教育・研究活動

(2) 産業保健活動

(3) 行政関連活動

(4) 医療管理関連活動

(5) 災害時・健康危機管理対応

(6) 社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修及び制度発展

に係る実績

更新ルールについて



(3)社会医学系分野での活動実績 その2

(1)教育・研究活動
（大学等での教育活動）

大学や専門学校等での人材育成や講義
担当授業科目名や授業時間
市民公開講座や各種の研修会・学会・研究会等の教育講
演等の講師歴など

（研究活動）
研究テーマ、研究報告書の概要、研究資金獲得状況など

(2)産業保健活動
担当事業所名、作業環境管理・作業管理・健康管理、労
働衛生教育・統括管理の実績など

(3)行政関連活動
担当行政分野名、行政機関主催の会議やイベント出席、
行政機関設置の委員会や検討会等での委員歴など

更新ルールについて



(3)社会医学系分野での活動実績 その3

(4)医療管理関連活動
医療管理・病院管理、医療情報システム開発や運用管理、医療安全
管理に係る実績など

(5)災害時・健康危機管理対応
災害被災地での活動内容、防災訓練への参加、感染症のアウトブレ
イクや食中毒への対応など

(6)社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修

及び制度発展に係る実績
（専攻医の研修への参画）

専攻医の担当指導医の実績、専門研修プログラムの連携施設・協力
施設での研修協力、専門研修プログラム管理委員会の委員など

（社会医学系専門医協会活動への参画）
協会主催講習会(基本プログラム、指導医講習会等)の講師、協会設
置の委員会委員としての活動、理事としての活動など

更新ルールについて



WORDで作成の上、PDF
に変換してください。

第3号様式に沿って、5年間
の期間中における社会医学
系分野での (1)～(6)の活
動の有無とその概要を記載

（様式）
http://shakai-senmon-
i.umin.jp/news/2133/）



(4)社会医学系分野に関連する講習の受講

◼ １コマ(約1～2時間)１受講を１単位（クレジット）として、下記
の必須受講項目及び選択受講項目と合わせ、5年間で10
単位以上の取得を必須とする（K単位）Ｑ＆Ａを参照

(1)必須受講項目
（倫理・安全等）

「医療倫理」「感染対策」「医療安全」の3項目は受講が必須

※臨床系専門医制度で「共通講習」として位置づけられているものでも可。

受講においてはｅラーニングや施設内講習なども認める。

（指導医講習会）

指導医の更新においては、協会または構成学会･団体が主催する「指
導医講習会」の2回以上の受講が必須 （毎年1回の受講を推奨）

※指導医講習会に専門医が参加した際には、選択受講科目としてカウント

(2)選択受講項目

協会加盟の学会及び団体が指定する研修会、講習会、セミナー、年
次総会時の教育講演等の受講

更新ルールについて



Excelで作成の上、シートごと
PDFに変換してください。

第４号様式に沿って、5年間
の期間中における必須受講
項目と選択受講項目の講習
会名、開催日、単位数を記載
（様式）
http://shakai-senmon-
i.umin.jp/news/2133/）

申請時期以降のK単位の申

請につきましては、「開催日」
欄に「参加見込み」と記載して
ください。



講演会等受講証明書については、
コピー又は写メールを打ち出したも
のも可とします。



Eラーニングシステムで受

講した方は、必修共通講
習（Eラーニングシステム）
受講レポートをWORDで作
成の上、PDFに変換してく
ださい。



講演会等受講証明書については、
コピー又は写メールを打ち出したも
のも可とします。



(5)社会医学系分野に関連する学会・団体活動の
実績等

◼ 社会医学系分野における能動的な貢献を評価するために
学会等への参加や発表などを必要とし，次スライドの基準
をもとに5年間で10単位以上の取得を必須とする（G単位）
※講習の受講（10単位）とは別に取得しなければいけないことに留意

【留意事項】

⚫ 学会等への参加回数については，以下に留意すること

⚫ 協会の構成学会の年次総会や構成団体の研究協議会等に5年間で3回
以上の参加が必須

⚫ うち，鍵となる協会構成学会の年次総会には2回以上の参加が必須

⚫ 学会総会等の受講については，証明書(コピー可)を第5号様式に
貼付して提出する

⚫ 学会発表や論文などについては、申請書とともに、抄録や論文等
のコピーの添付が望ましい。

⚫ 役員や委員等については、委嘱状や委員会名簿などのコピーの
添付が望ましい。

更新ルールについて



学会・団体活動等の実績の単位(クレジット)

学会・団体活動等の内容 付与される単位

鍵となる協会の構成学会の年次総会への参加 2単位／回

協会の構成団体の研究協議会等への参加 1単位／回

鍵でない協会の構成学会の年次総会への参加 1単位／回

協会の構成学会の論文筆頭著者 3単位／件

協会の構成学会の論文共同著者 1単位／件

協会の構成学会の年次総会特別講演・教育講演等 1単位／回

協会の構成学会の年次総会シンポジスト・座長 1単位／回

協会の構成学会の年次総会一般演題筆頭演者 1単位／回

協会の構成学会の年次総会一般演題共同演者 0.5単位／回

協会の構成学会や団体の役員、委員会委員等 1単位／年

行政機関設置の審議会、検討会等の委員等 2単位／年

行政機関主催の会議等への､説明担当等の役割を有する参加 1単位／回

社会医学系の論文筆頭著者 1単位／件

社会医学系の論文共同著者 0.5単位／件

更新ルールについて



学会・団体活動等の実績の単位(クレジット)
追加項目（別表として公表）

学会・団体活動等の内容 付与される単位

協会の構成学会の地方会への参加 0.5単位／回

（日本産業衛生学会地方会、日本医療情報学会支部会）

協会の構成団体の研究協議会地方会への参加 0.5単位／回

（地方衛生研究所全国協議会地方会）

更新ルールについて

協会構成学会・団体で更新単位を指定する講習会等については、
社会医学系専門医協会ＨＰに順次掲載されます。



Excelで作成の上、シートごと
PDFに変換してください。

第５号様式に沿って、5年間
の期間中における参加学会
名、活動実績、開催日、単位
数を記載
（様式）
http://shakai-senmon-
i.umin.jp/news/2133/）

申請時期以降の学会・講習
会のG単位の申請につきまし

ては、「開催日」欄に「参加見
込み」と記載してください。



学会参加証明書類については、

・学会に参加したことを証する参
加証明書
・ネームプレート
・参加証
・領収書
・学会参加登録済みメール等

の書類とし、コピー又は写メール
を打ち出したものも可とします。



 学会発表については、
学会誌の表紙と抄録等
をPDFまたはJPEGで読み
取ってください。

 論文発表については、
論文の抄録等をPDFま
たはJPEGで読み取ってく
ださい。

 役員や委員等について
は、委嘱状や委員会名
簿等をPDFまたはJPEGで
読み取ってください。

提出いただいた書類は返却いたしません。
一定期間経過後に社会医学系専門医協会事務局において処分いたします。



2021年11月～2022年2月 審査

2022年 3月 社会医学系専門医協会理事会において認定

今後のタイムスケジュール

最新情報は社会医学系専門医協会ＨＰで

最新情報はWebで 「社会医学系専門医」で検索
または http://shakai-senmon-i.umin.jp/

お問い合わせはE-mailで
senmonshakaii-office@umin.ac.jp (代表)
jbphsm@asas-mail.jp (事務局)

about:blank
about:blank


更新ルールQ&A（http://shakai-senmon-i.umin.jp/QA/）

1.社会医学系分野に関する講習等について

A１＿ 専門医・指導医の更新にあたっては、資格取得あるいは更新後の 5 年

間に中断なく継続して社会医学系の専門的な活動を行い、自らの能力と技術
の研鑽および社会医学系分野の発展への貢献に励んでいることが基本的な
要件となります。

Q１＿社会医学系専門医・指導医の更新についての基本的な考え方について
教えて下さい。

A２＿ 更新にあたっては以下の 4 つの項目が必要です。
１） 社会医学系分野での勤務実績の申告
２） 社会医学系分野での活動実績の申告
３） 社会医学系分野に関連する講習の受講（単位制）
４） 社会医学系分野に関連する学会・団体活動の実績などの証明

Q２＿社会医学系専門医・指導医の更新に必要な具体的な要件について教え
て下さい。



A３＿ 勤務実績の申告については、第 2 号様式に勤務実績を簡潔にもれなく記
載するようにしてください。

Q３＿社会医学系専門医・指導医の更新に必要な社会医学系分野での勤務実
績の申告について、具体的に教えて下さい。

A４＿ 活動実績には、以下の 6 項目があります。更新にはこれらの項目について
5 年間で 6 項目の活動のうち、2 項目以上での活動実績を必須としています。
１） 教育・研究活動
２） 産業保健活動
３） 行政関連活動
４） 医療管理関連活動
５） 災害時・健康危機管理対応
６） 社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修および制度発展に係る
実績

以上の項目について 5 年間の期間中の実績を第 3 号様式に沿って記載してくだ
さい なお、具体的な内容については後述のＱ23~Q28をご覧ください。

Q４＿社会医学系専門医・指導医の更新に必要な社会医学系分野での活動実
績の申告について、具体的に教えて下さい。



Q５＿社会医学系専門医・指導医の更新に必要な社会医学系分野に関連する
単位制について、具体的に教えて下さい。

A５＿ 更新に必要な単位は、講習会を受講する講習会単位（Ｋ単位）と、学会

等への参加など社会医学系分野に関連する学会・団体活動に関する単位（Ｇ
単位）とがあり、資格取得後あるいは更新後の 5 年間にそれぞれ 10 単位ずつ
取得することが更新に必須です。

Q６＿社会医学系専門医・指導医の更新に必要な社会医学系分野に関連する
講習の受講（Ｋ単位）について、具体的に教えて下さい。

A６＿ 講習の受講については、社会医学系分野に関する最新の知識や技術

等の取得を目指し、継続的に能力の向上を図ることを目的とするもので、講習
会等の 1 受講を 1 単位(クレジット)として、Ｋ単位とし、（1）必須受講項目及び
⑵選択受講項目と合わせ、5 年間で 10 単位以上の取得が必須です。



Q７＿社会医学系分野に関連する講習の受講（Ｋ単位）についてですが、 具体的
にどの研修会が選択受講項目の対象となるかわかりません。

A７＿ 社会医学系分野に関連する講習会の受講（Ｋ単位：1 コマ 1 単位）の単位数に
ついては、1 コマ 1 時間～2 時間で 1 単位とします。

各学会・団体で主催する講演会等の単位数については、各学会・団体で指定し、
各学会・団体のＨＰで公表します。

Ｋ単位の認定条件ですが、社会医学系活動に密接に関係するテーマであること
（専門研修プログラム整備基準における経験すべき課題の各論的な課題 22 項目
に該当）が条件となっています。

今後、社会医学系専門医協会構成の学会・団体から、各学会・団体のＨＰに社
会医学系専門医・指導医の更新で単位取得できる講演会リストと単位数を示され
る予定です。

社会医学系専門医協会ホームページにおいても各学会・団体のホームページと
リンクを張り、情報提供してまいります。

※日本医師会認定産業医の生涯研修の認定単位については、有効期間内の取得
単位を上限 3 単位までＫ単位として認めます。ただし、K単位との同時申請は認め

られません。（産業医学研修手帳の該当取得シール添付ページと最後のページに
単位取得年月日を記入しコピーを第 5 号様式に貼付して、提出してください。）

※日本公衆衛生学会での認定専門家研修会及び認定専門医地方公衆衛生学会に
ついては、Ｋ単位とします。



Q８＿Ｋ単位のうち、（1）の必須受講項目である「医療倫理」「感染対策」「医療安全
」は、構成学会のいずれの年次総会などでも必ず開催されるのでしょうか。

A８＿学会総会時にそれぞれの項目に関する講習会を開催するかどうかは、各学

会のプログラムによります。開催予定予定の学会もありますが、学会によっては、
組まれない場合もあり得ます。

Q９＿Ｋ単位のうち、（1）の必須受講項目である「医療倫理」「感染対策」「医療安全

」は臨床系専門医制度で「共通講習」として位置付けられているものでも可」とあり
ますが、日本高血圧学会等、構成学会以外の医療倫理等の受講でも可能でしょう
か。

A９＿協会構成学会以外の主催のものでも、一般社団法人日本専門医機構が認

定している共通講習は、本協会においても同等のものとして取り扱い、Ｋ単位とし
てカウントされます。受講においてはｅラーニングや大学などでの施設内講習など
も認めます。更新申請の際には、受講証明書または受講を確認できるもの（参加
証明書の画面のコピーなど）が必要です。



Q10＿Ｇ単位について教えてください。

A10＿社会医学系分野に関連する学会年次総会や段位研究協議会への参加の
単位をＧ単位と呼びます。更新のためには、5 年間で 10 単位のＧ単位が必要
です。更新には、5 年間で、協会の構成学会の年次総会や構成団体の研究協
議会などに 3 回以上参加することが必要で、そのうち鍵となる協会構成学会の
年次総会には 2 回以上参加することとなっています。G 単位の詳細については

（別表①）を参照してください。Ｇ単位の単位証明は、学会総会等の受講証明書
(コピー可)を第 5 号様式に貼付して、提出してください。

※学会発表や論文などについては、申請書とともに、抄録や論文等のコピーの
添付してください。

※社会医学系の論文には、厚生労働科学研究報告書や地域保健総合推進事業
研究報告書費も含まれます。

※役員や委員等については、委嘱状や委員会名簿などのコピーの添付してくだ
さい。

※Ｇ単位となる学術総会時に同時開催されるシンポジウム等については、Ｋ単位
として同時取得可能です。ただし、同時取得のＫ単位は、全国規模の学術総会
では、共通講習は上限３単位まで、選択受講項目は上限３単位まで、指導医
講習会は上限１単位までとなっています。地方会等では、共通講習、選択受講
項目、指導医講習会の項目ごとに上限１単位までとなっています。

なお、学術総会時に同時開催されるシンポジウム等については、上記の同時
取得できるＫ単位の数を超えて企画することは可能です。



Q10a＿研修プログラム管理委員会はＧ単位 2 単位となるか？

A10a＿Ｇ単位の対象ではなく、更新ルールでの「社会医学系分野での活動実績」

の（６）社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修及び志度発展に係る
実績に「専門研修プログラム管理委員会の委員」が明記されています。

Q10ｂ＿更新における鍵となる学会の考え方について教えてください。

A10ｂ＿更新申請時の学会でG単位数をカウントします。

A12＿選択科目としてのＫ単位としてカウントすることは可能です

Q11＿オンラインの講習会（指導医講習会など）で、録画した講師のプレゼンを受
講した場合の取扱いはどうなりますか。質疑応答をすることが必修になりますか。

Q12＿共通講習会の単位について質問です。たとえば、学会総会時に開催され

る医療安全の共通講習会を５年で３回受講した場合、１回を共通講習会としての
Ｋ単位、残り２回を選択科目としてのＫ単位としてカウントすることは可能でしょう
か。

A11＿講習会の主催者が録画であっても、ライブ配信と同様に認める場合があり
ます。主催者にご確認ください。



Q13＿日本産業衛生学会の総会と全国協議会のどちらも参加した場合の解釈

ですが、１年で計３単位Ｇ単位と換算することは可能なのではないでしょうか。例
えば、１年間に産業衛生学会、公衆衛生学会、衛生学会、疫学会、医療情報学
会の全ての総会に参加すれば、最低でもＧ単位５単位は取れるのと同様の解釈
だと思いますが、いかがでしょうか。

A13＿その解釈で結構です。日本産業衛生学会の総会と全国協議会のどちらも
参加した場合は、１年で計３単位のＧ単位と換算できます。

Q14＿指導医が日本産業衛生学会全国協議会において運営実行委員と座長を
務める場合、指導医更新単位に加えられるものでしょうか？

A14＿「鍵となる協会の構成学会の年次総会への参加」によるＧ－２単位、運営

実行委員なので「協会の構成学会や団体の役員、委員会委員等」のＧ－１単位
、座長なので「協会の構成学会の年次総会シンポジスト・座長」のＧ－１単位の
合計Ｇ単位４単位が取得できます。



Q15＿先日公衆衛生学会を退会しました。現在の業務内容のこともあり、今後学

会活動を行う予定がありません。私の指導医の資格は学会の退会をもって即時
喪失されますでしょうか。それとも、認定期限まで継続されるのでしょうか。

A15＿指導医の資格は認定期間いっぱいまで認定されます。

Q16＿臨床系専門医制度の更新と、社会医学系専門医の更新の際に同時申請

は可能ですか。「医療倫理」など、臨床系専門医制度で「共通講習」として位置づ
けられているものは、ひとつの講習を受講したら、臨床専門医制度と社会医学系
専門医制度の両方に同時申請できるのでしょうか？

A16＿臨床専門医制度と社会医学系専門医制度Ｋ単位との同時申請は認めら

れます。受講証明書の提出は原本の郵送提出を原則といたします。だだし、先
に臨床系専門医制度の更新時に原本を提出されている場合、または今後臨床
系専門医制度の更新時に原本を提出する予定がある場合はコピーでも受け付
けますので、その旨お申し出ください。



2.基本プログラムについて

Q17＿認定証に専門医・指導医と記載されていますが、この場合、次回更新まで
の間に基本プログラム （49 単位）を受講する必要があるのでしょうか。

A17＿経過措置指導医の場合は、更新に必須ではありません。

Q18＿学会総会時に開催される社会医学系専門医制度基本プログラムは社会

医学系専門医協会の指導医の更新項目の選択受講項目のＫ単位に当たるの
でしょうか。

A18＿基本プログラム受講の単位は、更新にあたっての選択受講項目のＫ単位
として認められます。

Q19_大学院などの教育課程で基本プログラム履修とみなされるものはあります
か？

A19_2018 年 8 月現在で基本プログラムを履修したとみなされる大学院プログラ
ム等は以下の通りです。
・専門職大学院（東京大学・京都大学・九州大学）
・国立保健医療科学院分割前期（2012 年度～）、産業医科大学産業医学基本
講座（2017 年度～）

これらの教育課程の修了認定をもって基本プログラムを履修したものとして認
められます。



Q20＿学会総会時に開催される社会医学系専門医制度基本プログラムは、講習
会（Ｋ単位）として何単位に当たるでしょうか。

A20＿全てを受講完了すれば、７単位としてカウントされます。

3.指導医講習会について

Q21＿学会総会時に開催される指導医講習会は、講習会（Ｋ単位）として何単位
に当たるでしょうか。

A21＿1 単位の取得かつ、「指導医講習のうち 5 年の内、2 回以上受講する必要
があるもの」の 1 回にあたります。

4.構成学会の総会への参加について

Q22＿鍵となる協会の構成学会の年次総会への参加 1 回につき 2 単位とありま
すが、こちらは、学会期間中にこの学会に参加したらもらえる単位ですか。 それ

とも、「総会」の時間に参加することで貰える単位でしょうか。（仕事の都合により
、初日から参加できない場合など）

A22＿社会医学系分野に関連する学会年次総会や団体研究協議会への参加
の単位をＧ単位と呼び、鍵となる協会の構成学会の年次総会への参加 1 回に
つき 2 単位となります。「総会」の時間に出席することは、必ずしも必須とはして
おりません。 ご指摘のとおり、学会期間中にこの学会に参加した場合に単位を
取得できるものとしております。



5.社会医学系分野での活動実績について

Q23＿教育・研究活動は具体的にどのような活動が実績になるのか教えてくだ
さい。

A23＿大学や大学院等での研究活動、医師会主催産業医講習会の講師等、公

益社団法人主催の作業主任者技能講習での講師、社会医学系専門医協会加
盟の学会での発表・講習会講師等、産業医による事業所等での衛生講話・講
演が相当します。

Q24＿産業保健活動は具体的にどのような活動が実績になるのか教えてくださ
い。

A24＿事業所での産業医活動（職場巡視、安全衛生委員会参加、面談対応、ス
トレスチェック対応など）が相当します。

Q25＿行政関連活動は具体的にどのような活動が実績になるのか教えてくださ
い。

A25＿担当行政分野名、行政機関主催の会議やイベント出席、行政機関設置
の委員会や検討会等での委員歴などが相当します。



Q26＿医療管理関連活動は具体的にどのような活動が実績になるのか教えてく
ださい。

A26＿医療管理・病院管理、医療情報システム開発や運用管理、医療安全管理
に係る実績などが相当します。

Q27＿災害時・健康危機管理対応は具体的にどのような活動が実績になるのか
教えてください。

A27＿災害被災地での活動内容、防災訓練への参加、感染症のアウトブレイクや
食中毒への対応などが相当します。

Q28＿社会医学系専門医制度における専攻医の専門研修及び制度発展に係る
実績にはどのような活動が該当するのか教えてください。

A28＿社会医学系専門医制度における指導実績や、社会医学系専門医協会の

活動への参加（協会理事、協会各委員会の委員における活動、協会基本プログ
ラムの講師、協会構成学会の学会運営委員など）が相当します。

6.鍵となる構成学会について

Q29＿鍵となる構成学会について教えてください。

A29＿「鍵となる学会」とは、ご自身が積極的な活動をしたいと考える学会となりま
す。鍵となる学会は、指導医申請時の学会とは限りません。



7.認定更新申請について

Q30＿更新認定申請に必要な様式の提供はいつ頃になりますか？

A30＿ホームページにて順次公開しています。

様式は、下記ホームページに掲載

http://shakai-senmoni.umin.jp/news/2133/



8.更新期間の延長等について

Q31＿更新期間の延長について教えてください。

A31＿海外留学、海外勤務など、特別な事由がある場合は、更新期間の延長の届

出をしてください。更新期間の延長は１年単位で行ってください。上限は３年までで
す。

COVID19の影響により、社会医学系分野に関連する学会年次総会や団体の研究
協議会（G単位）、社会医学系分野に関連する講習会（K単位）、指導医講習会が
中止または延期となったり、業務が多忙となったために基本プログラム（7 科目×7 
時間）49 時間の受講（※）ができなくなったりして、５年間での更新が困難と想定さ
れる場合は、(2017年認定、2021年中の更新手続きをご案内している指導医・専門
医の方は)2021年11月30日までに更新期間の延長の届出をしてください。

延長届を提出された方が更新の申請を行う際に、１年間の延長につき、更新申請
時にお納めいただく審査料を2,000円増額します。

なお、第１期「2017年度～2021年度」を「2017年度～2022年度」に延長した専門医
・指導医の第２期は「2023年度～2027年度」となります。



Q32＿専門医・指導医の活動の休止について教えてください。

A32＿育児休暇・介護休暇・病気休暇など、特別な事由がある場合は、活動休止

の届出をしてください。活動休止は、１年単位で行ってください。上限は３年まで
です。

活動休止の場合は、年間登録料は免除となります。活動はカウントされず専門
医・指導医のリストから一旦外れます。

登録料は、4月～3月の年度での請求となりますので、早めに届出をお願いし
ます。届出の様式は、以下のページをご参照ください。
専門医・指導医に関する各種届出様式を掲載します
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1231/

（続き）
更新延長の場合は、年間登録料はお支払いただきます。
登録料は、4月～3月の年度での請求となりますので、早めに届出をお願いしま
す。届出の様式は、以下のページをご参照ください。

専門医・指導医に関する各種届出様式を掲載します
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/1231/

※基本プログラムの受講は、取得時に受講していなかった経過措置専門医の
み必要となります。経過措置指導医、経過措置専門医だが取得時点ですでに
受講していた方については必要ありません。



Q&Aの追加

【更新手続きの時期について】
（Q１）私は６月１日～７月３１日書類提出の旨連絡を頂きました。鍵となる学会へ

の参加、そしてK単位の講習会受講を考えておりますが、明確な開催情報
がなく、受講見込すべきか、あるいは更新延長すべきか判断ができません。
更新書類については期限を過ぎても受け付けて下さるのでしょうか？

【回答】
書類の提出時期は認定番号をもとご案内差し上げております。また、 K単位が取
得できる講習会につきましては、構成学会・団体から連絡があれば、協会ホーム
ページに掲載しているところです。
更新申請の当面の期限は７月３１日ですが、最終締め切りの１１月３０日までに
更新申請の関係書類、または更新延長届をお送りくだされば、受理いたします。

（Q２）更新が2022年3月なのに、更新の書類の締め切りが前年の7月とは早すぎ
ませんか。

【回答】
更新書類の提出期限に関しては、受付・審査の体制の都合により、認定番号の
順番ごとに更新時期を設定しました。
提出の締め切り期限については、３つめのグループの手続き時期が「２０２１年１
０月１日～１１月３０日」なので、もし７月末までの提出は難しいという場合は、１１
月３０日までに提出してください。



【回答】
内容については各認定医の先生方にお任せしております。
現在、「コロナ禍により資格維持の活動が困難の為」等の理由を書き添えていただ
くケースが多くみられます。

【更新延長の申し出】
（Q３）更新延長届は７月３１日までに提出しなければならないでしょうか？

【回答】
更新手続きの時期とは関係なく、一律１１月３０日迄にご提出ください。

（Q４）更新延長届の理由の記載欄について、どう書けばよいでしょうか？理由によ
っては更新延長届が却下されてしまうのではないかと不安です。



【第1号様式の選択項目の/5単位以上の表記について】
（Q５）私はK単位を必修項目で7単位受講し、選択項目の3単位の計10単位で申請

予定です。第1号様式を見ると選択項目が5単位受講する必要があるように記
載されてますが、私は選択項目をあと2単位受ける必要があるのでしょうか？

【回答】
第1号様式はK単位、G単位ともに「必須項目を
最小限の5単位受講した場合に、選択項目を5
単位以上申請する必要がある」という意味合い
で分母を「/5単位以上」としております。

必須項目の条件（K単位なら共通講習を各1回
ずつと（指導医は）指導医講習会の受講2回以
上、G単位なら学会参加の回数（鍵学会2回以
上を含めて3回以上））を満たしていることをご
確認の上、必須項目＋選択項目の合計が10単
位以上になるようご申請ください。



【共通講習K単位：社会医学系Eラーニング関連】
（Q６）社会医学系Eラーニングのビデオの視聴・レポート作成でのK単位申請を考え

ております。ビデオが多くて該当するものがわからないので教えてください。

【回答】
社会医学系Eラーニング（https://elr.jp/e-phgakkai/）では、共通講習について下記のタイトル
のビデオを提供しております。
※指導医講習、および選択受講項目となるコンテンツはございません。

それぞれK単位の1単位としてカウントされるビデオで、EラーニングではK単位を計3単位取得
することができます。
ご申請の際は、下記のビデオをご視聴の上、所定の書式「必修共通講習（Eラーニングシステ
ム）受講レポート様式.docx」にてビデオの視聴レポートをご作成のうえ、添付してください。
医療安全：【医療安全・倫理・感染症対策】鮎澤純子_病院の安全管理
医療倫理：【医療安全・倫理・感染症対策】小林真一_我が国における臨床研究倫理に関する
諸問題
感染対策：【医療安全・倫理・感染症対策】緒方剛_公衆衛生・社会医学分野の感染症

レポート様式は下記お知らせ記事最下段に掲載しております。
http://shakai-senmon-i.umin.jp/news/2133/
また、IDおよびパスワードをお忘れの際は社会医学系eラーニングコンソーシアム事務局へお
問い合わせ下さい。

e-mail: ph-e-learningc@jpha.or.jp



（Q７）私は経過措置専門医として認定され、今回更新に向け準備しております。経過
措置専門医の更新要件の「（１）基本プログラム（7 科目×7 時間）49 時間を受
講していること」は共通事項のK単位の更新と同じカウントになりますか？

【回答】
基本プログラムの受講と選択受講項目のK単位は別カウントとなります。

【共通講習K単位関連：構成学会以外の受講で申請】
（Q８）「医療倫理」「感染対策」「医療安全」の単位申請について、○○学会で受講し

たものを今回の更新で利用したいと考えております。申請時に添付すべき書類
・注意事項を教えてください。

【回答】
協会構成学会・団体以外の主催のものでも、一般社団法人日本専門医機構が認定
している共通講習は、本協会においても同等のものとして取り扱い、Ｋ単位としてご
申請可能です。
受講についてはｅラーニングや大学などでの施設内講習などもお認めします。

更新申請の際には、受講証明書または受講を確認できるもの（受講履歴画面のコピ
ーなど）が必要です。「医療倫理」・「感染対策」・「医療安全」のどの分野に該当する
か委員会で確認しますので、受講された講習タイトルが参照できる資料を添付してく
ださい。



（Q９）共通講習(感染、医療安全、倫理)の証明書には、主催者の印鑑のあるものだ
けが有効ですか。

【回答】
受講証明書に必要事項（主催者名、専門医［指導医］
の番号、専門医［指導医］の氏名、単位数、開催日、開
催場所［オンラインの場合はその旨］など）が記載され
ていれば、主催者の印鑑がないものも有効とします。

なお、共通講習受講証明書（サンプル）は、以下のホ
ームページに掲載しております。
http://shakai-senmon-i.umin.jp/seminar/



【回答】
K単位の区分問い合わせにつきまして受講証の記載内容、社会医学系専門医協会
や主催学会・団体のホームページ等をご確認の上、適宜手元の受講証を添付のうえ
メールにてお問い合わせください。

【K単位 社会医学系分野に関連する講習の申請】
（Q１０）私は2017年6月に○○という講習会をうけました。これはK単位だと何単位、

どの項目に相当でしょうか？（受講証の添付はない）

【G単位関連】
（Q１１）私は２０XX年XX月の第XX回○○学会学術集会に参加しました。受講証を紛

失してしまいましたが、申請は可能でしょうか？救済措置していただけないで
しょうか？

【回答】
受講証・参加証の添付がない場合、G単位・K単位の単位申請が認められない場合
があります。
また、社会医学系専門医協会では受講証の再発行・参加証明の照会はいたしかね
ます。

なお、参加証を紛失された場合でも、学会参加費の明細書や教育講演、シンポジウ
ム座長、一般演題筆頭演者等を同時申請されている場合は、添付された抄録コピー
等をもって審査の結果、単位付与をする場合がございます。



【回答】
添付資料がない場合、担当委員会で申請単位が認められない場合がございます。
先生のお名前や組織名、日時等以外の箇所は黒塗りとなっても結構なので参照でき
る資料の手配をお願い申し上げます。

【G単位 学会活動の申請】
（Q１２）私は行政の○○委員を務めておりますが、非公開の組織の為、添付できそう

な資料がございません。更新時にどのようにすればよいでしょうか？

（Q１３）行政機関設置の審議会、検討会等の委員等について、委嘱状がありません
。更新時にどのようにすればよいでしょうか？

【回答】
委嘱状がない場合は、委員会名簿を提出してください。

（Q１４）「行政機関主催の会議等への説明担当者等の役割を有する参加」について、
１回で１単位だが、同じ内容の説明を別々の会議に５回行った時は５単位とし
てカウントできますか。

【回答】
カウントできます。



【回答】
現状ご申請頂いても認めうる項目はございません。

（Q１６）構成学会の特設ページ用に執筆しました。G単位の申請はできるでしょうか？

【回答】
論文要旨を添えてご申請ください（最終的には委員会判断になります）。

（Q１５）私の○○Journal（構成学会ではない海外の学会誌）に投稿した＊＊＊という
論文は「社会医学系の論文」でしょうか？

（Q１７）行政機関設置の審議会、検討会等の委員について、委員名簿はありますが
その都度の出席者名簿がない場合がほとんどで、出席の有無は最終的には
膨大な「議事録」を確認しなければ確認できません。特に国の委員会はほどん
どがこのパターンです。県の委員会は都道府県によって対応が様々のようで
す。このような場合、委員の委嘱状（又はそれに相当するもの）と委嘱期間の
証明（又はそれに相当するもの）を貼付しその委嘱されている期間中に開催さ
れた委員会一覧を添付し、年に1件を2単位として計算していただいてはいか
がでしょうか 。

【回答】
委員の委嘱状（又はそれに相当するもの）と委嘱期間の証明（又はそれに相当するも
の）を貼付しその委嘱されている期間中に開催された委員会一覧を添付して提出し
てください。



（Q１８）昨年A県の保健所を退職し、指導医・専門医としての活動も終わらせてもらう
つもりで登録を辞退いたしました。しかし、今年4月1日からB県の要請で、一日6

時間勤務ではありますが、保健所長として復帰することとなりました。若手の医師
も保健所に配属となっております。ついては、指導医・専門医の登録を復活して
頂くことはできませんでしょうか。

【回答】
指導医・専門医の認定有効期間中であれば、資格を辞退した場合でも、遡及して資
格を有していたとして、元の登録番号で復活できます。

ただし、資格を消失していた期間中の分も年間登録料は納めていただきます。

資格の復活後の更新時期は、資格が続いていたとみなして運用し、更新時期が来れ
ば事務局から連絡いたします。



（Ｑ１９）審査料については、あくまでも更新に係る書類の審査に係る費用であり、審
査結果が可でない場合（単位数の不足等で更新できない場合）であっても返金は
されないという理解でよろしいでしょうか。

【回答】
その通りです。

（Ｑ２０）単位の不備等で更新とならなかった場合、資格の扱いはどのようになります
か。

【回答】
現在の指導医・専門医の認定有効期間の満了をもって、当該指導医・専門医の資格
は失効します。



社会医学系医師の育成・確保に向けた
取り組みについて

社会医学系専門医協会 業務執行理事
順天堂大学大学院医学研究科 公衆衛生学講座

和田 裕雄

第80回 日本公衆衛生学会 指導医講習会 2021年12月21日 東京



◆本発表における利益相反の開示

本発表に関連して、共同演者含め
開示すべき利益相反に該当する項目はありません。

厚生労働省科学研究費
健康安全・危機管理対策総合研究事業
公衆衛生等の社会医学系分野で活躍する医師の育成・確保に
向けた研究（平成31年～令和2年）

シームレスな垂直・水平統合を指向した社会医学系領域の医
師のキャリアとコンピテンシーの確立（令和3年～令和4年）

X

社会医学系専門医協会



構成学会（８学会）

日本衛生学会

日本医療情報学会

日本産業衛生学会

日本疫学会

日本公衆衛生学会

日本災害医学会

日本医療・病院管理学会

日本職業・災害医学会

構成団体（６団体）

全国衛生部長会

全国保健所長会

地方衛生研究所全国協議会

全国機関

衛生学公衆衛生学教育協議会

日本医師会

日本医学会連合

社会医学系専門医協会を構成する
学会および諸団体



背景
1. 持続可能な社会を構築するためには、世代を超えて健

康に留意する必要があり、社会医学領域の諸活動の維
持・向上が求められるが、そのためには社会医学系医
師の確保と育成が重要かつ喫緊の課題である。

2. 昨年までの調査・研究の結果、社会医学系専門医の
キャリアとコンピテンシーの明示が求められることが
明らかとなった。

3. キャリアの最初は、医学教育である。その特徴：

• サイエンスと哲学が背景にある。
• 常に進歩している（研究の重要性）。
• 臨床と実践がベースにある。



目的

1. 社会医学系医師のキャリアおよびコンピテンシー
の明示に関する厚生労働科学研究の成果および社
会医学系専門医協会との共同作業を紹介する。

2. 医学他領域のシームレスな垂直・水平統合の観点
から考察を加える。

① ウエブコンテンツの紹介
② 社会医学系専門医協会の広報活動の紹介
③ 他領域の学会との協働作業
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コンテンツ 役割 特徴 数

動画 認知向上 ・閲覧（視聴）のハードルが低い
・印象に残りやすい
・深いコンテンツは作れない

1

マンガ 理解促進 ・動画と記事の中間的立ち位置 1

記事 自分ゴト化 ・閲覧のハードル高い
・深いコンテンツは作りやすい、
・最後まで読めば印象に残りやすい

12

◆WEBコンテンツの作成

WEBコンテンツ作成には、特に力をいれ、マーケ
ティングの手法およびプロの意見を取り入れた。



動画



マンガ



インタビュー記事
氏 名 取材時肩書

１ 宇田 英典先生 社会医学系専門医協会理事長／地域医療振興協会執

２ 亀田 義人先生 千葉大学医学部附属病院病院長企画室特任講師

３ 高橋 千香先生 東京都大田区保健所感染症対策課長

４ 西浦 博先生 京都大学大学院医学研究科教授

５ 野田 博之先生 内閣官房新型インフルエンザ等対策室

６ 玉腰 暁子先生 北海道大学大学院医学研究院・
医学院社会医学分野公衆衛生学教室教授

７ 杉山 雄大先生 国立国際医療研究センター研究所糖尿病情報センター医療政策研究室室長
／筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野准教授

８ 加藤 杏奈先生 花王（株）全社産業医

９ 近藤 祐史先生 厚生労働省健康局健康課地域保健室
地域健康危機管理対策専門官

10 西 晃弘先生 Department of Epidemiology, UCLA Fielding School of Public Health

11 山本 尚子先生 WHO 事務局長補

12 平木 秀輔先生 北野病院 医療情報部長



WEBコンテンツ紹介③：インタビュー記事
第一回 宇田英典先生



WEBコンテンツ紹介④：教室・部門紹介スライド：
帝京大学、東邦大学



大
学

福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座 スライド

筑波大学医学医療系ヘルスサービスリー
チ分野

スライド

千葉大学病院病院長企画室病院経営管理
学研究センター

スライド

順天堂大学医学部公衆衛生学講座 スライド

帝京大学医学部衛生学公衆衛生学講座 スライド

東京大学大学院医学系研究科公衆衛生学 URL

東京慈恵会医科大学環境保健医学講座 URL

東邦大学医学部社会医学講座衛生学分野 スライド

浜松医科大学健康社会医学講座 スライド

京都大学医療経済学分野 スライド

大阪大学公衆衛生学教室 スライド

機
関

地方衛生研究所 全国協議会岡山県環境
保健センター

URL

全国保健所長会
スライド・
URL

労働者健康安全機構 URL

教室・部門紹介のスライド
現在までに11大学、3機関からスライド、
WEBサイトURLを収集した



2021年度のM4学生（臨床講義終了後ー病院実習前）

病院実習
臨床
講義

CBT
OSCE

コンテンツを用いた
キャリア教育と質問票調査
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本講義で紹介した以下のコンテンツから、社会医
学系キャリアについて理解が深まりましたか？

◆コンテンツへの学生の反応



大学入学前（高校生の時）に社会医学系領域のキャリアにつ
いて知っていましたか？
本講義の前に社会医学系領域のキャリアについて知っていま
したか？

◆コンテンツへの学生の反応
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社会医学系キャリアの仕事に就くとしたらどのような仕事
が良いですか？

◆コンテンツへの学生の反応
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◆社会医学系専門医協会のHP

情報発信



◆ウエブコンテンツ格納



◆協会のニュースレター、HPの充実化

構成学会の総会等の情報
協会からの情報を載せる
（専門医等の更新情報など）
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完全オンライン開催7月30日（金）10:30～12:30

第53回日本医学教育学会大会



長所 専門医教育に適している

短所
1. 一方、今回の新型コロナウイルスパンデミックのような健

康危機の状況では、対応が難しい
2. ジェネラルな領域（総合診療、公衆衛生学など）のアピー

ルが弱くなる
3. キャリアの明示も難しくなる

医師のキャリアの柱状化・サイロ化

社会医学系領域の医学教育に関する現状



医師養成のための卒前・卒後教育 改革案

高等学校
3年

準備教育

臨床前医学教育

専門教育
診療参加型
臨床実習

臨床研修修了後の研修等・・

医学部（6年） 大学病院・臨床研修病院

共
用
試
験

医
師
国
家
試
験

（
一
回
目
医
籍
登
録
）

臨
床
研
修
修
了

（
二
回
目
医
籍
登
録
）

専
門
医
資
格

取
得

2年
生涯教育

知識・技能
の評価

22才 24才 26才

大学院

大学院

大学院

学位取得

学位取得

学位取得
大学病院

：法に基づく臨床研修は形を変えて存続

法に基づく

臨床研修

CBT OSCE

：現在の臨床研修を１年卒前に前倒し

3

年齢
：現在の専門医研修を１年前倒しするが、臨
床研修とのオーバーラップについては、そこ
での経験が専門医研修の必要経験としても
カウントされるなど処置も含む

要検討事項
参加型臨床実習：「医行為」の水準に則った形での実施
Post C.C. OSCEの公的化
国試：臨床実習に基づく出題に限る、CBT化

臨床実習に基づく出題に限る
CBT化

参加型臨床実習を「医行為」
の水準に則った形で実施

Post C.C. OSCE の公的化

社会医学系領域の医学教育に関する現状



「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進す
るための医療法等の一部を改正する法律」が令和3年5月21日
に成立

1.医師の働き方改革
2.医療関係職種の業務範囲の見直し
3.医師養成課程の見直し
(1)共用試験合格を医師国家試験の受験資格要件とする
(2)同試験に合格した医学生が臨床実習として医業を行う
ことができる旨を明確化
4.新興感染症等対策の５疾病５事業への追加
5.「病床機能再編支援事業」の地域医療介護総合確保基金への
位置付け
6.外来機能報告と「医療資源を重点的に活用する外来」
7.持ち分の定めのない医療法人への移行計画認定制度の延長

社会医学系領域の医学教育に関する現状
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臓器別診療科のキャリア（縦串）の明示
はわかりやすい

社会医学系領域の医学教育に関する現状

Generalな診療科のキャリア（横串）の
明示はわかりにくい



第70回日本アレルギー学会学術集会（横浜）
2021年10月10日（日）8:30～10:00

第63回日本老年医学会学術集会（ウエブ）
2021年6月12日（土）17:10～18:40

Generalな診療科（横串）もキャリアの
明示に苦労している



まとめ

1. 社会医学系医師のキャリアおよびコンピテンシー
の明示に関する厚生労働科学研究の成果および社
会医学系専門医協会との共同作業を紹介した。

2. 医学他領域のシームレスな垂直・水平統合の観点
から考察を加える。

ウエブコンテンツは、社会医学系専門医協会の
ホームページからアクセス可能です。

皆様も是非御一考下さい。そして、後輩、仲間
を増やして下さい。



今後の予定

1. 作成したコンテンツの効果的な拡散手法、
および、その意義・効果を検証する。

2. そのための、社会医学系専門医・指導、
同専攻医、他領域の医師、医学部学生を
対象とした調査を計画している。



御静聴ありがとうございました


